
横浜開港160年　横浜浮世絵　図録　正誤表

誤 正

No.13　 ［図版］p.26　  　［リスト］p.263 安政6（1859）年期 安政6（1859）年頃

No.33 ［図版］p.43　  　［リスト］p.264 ［所蔵］神奈川県立歴史博物館 丹波コレクション

万延元(1861)年 万延元（1860)年

文久3（1863)年 文久2（1862）年

暹羅
しゃむー

暹羅
しゃむら

No.73・75・76　［図版］p.80・81 ［リスト］p.265 上州屋重蔵 上州屋重兵衛

青柄の 青柳の

No.133～135　 ［図版］p.107　   ［リスト］p.266 上州屋重蔵 上州屋重兵衛

p.120　No.166 ドンタリ ドンタク

No.248　 ［図版］p.182　   ［リスト］p.268 改印よめず　明治3(1870)頃か 午十改か　明治3(1870)年

No.334　 ［図版］p.235   　［リスト］p.270 明治9（1874）年 明治9（1876）年

「南亜墨利加国、天竺暹羅国」 「南亜墨利加国」「天竺暹羅国」

彩色した銅版画らしい「玉板油繪」 ガラス絵らしい「玉板油繪」

ガラス絵らしい「銅板繪彩色」 彩色した銅版画らしい「銅板繪彩色」

マストの左に マストの右に

～描いたとされていた。しかし、田之助が手術

を～しかしながら、

～描いたとされていた。描かれているのは着物

の紋等から田之助と推定できるが、本図の改印

は手術前年の慶応2（1866）年のものである。

あるいは石貼り あるいは石張り

冨士 富士

「神奈川」とあるが鶴見川と鶴見橋ではないか

と思われる～。

「神奈川」とあるが、どこかは特定できない。

（以下、削除）

染められ上げた 染め上げられた

慶応2（1869）年 文久2（1862）年

横浜吉田橋 横浜吉田町

明治5(1872)年に 明治3(1870)年に設立し、日本で事業として初の

弁天橋 吉田橋

2019.6.12

p.260　関連地図　関内駅の1cmほど上方

p.256　No.271

p.256　No.272

p.257　No.292

p.258　No.308

p.258　No.319～322

p.259　No.322

p.248　No.113

p.249　No.168～170

p.249　No.174

p.251　No.201

p.254　No.255

本書の以下の箇所に誤りがありました。お詫びして訂正いたします。

箇所

p.71

p.71

p.72　  No.65

p.81　  No.75


